京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業＜設備投資型＞
提出書類チェックシート
 提出漏れがないか、再度ご確認いただいた上で、ご提出ください。
	  事業計画名：

	企業名：


	
	チェック
	提 出 物


	
	□
	提出書類チェックシート（１枚）　（本紙）

	作成書類
	□

□
	提案書　　　　　　　　　　　　　　　　（【様式Ｆ１号】：正１部　副２部）
担当者連絡票　　　　　　　　　　　　　（【様式Ｆ２号】：正１部　副２部）


	添付資料

	□
□

□

□

	推薦書(産業支援機関が作成) 　　　　　（【様式Ｆ３号】：正１部　副２部）
法人登記簿謄本（履歴事項全部証明書。発行後３ケ月以内のもの。）
＜法人・組合のみ＞
直近１期分の決算書（賃借対照表、損益計算書、販売費及び一般管理費の内訳書、製造原価報告書）の写し（正１部　副２部）
＜個人事業者の場合は、直近１期分の確定申告書の写し＞
 納税証明書（府税に滞納が無いことの証明書）
（発行後３ケ月以内のもの。）




  ※作成書類は全てA４サイズ、片面印刷で提出してください。

※通しページは、提案書を１ページとし、各ページ下中央に打ってください。


【様式F１号】
平成　　年    月    日
提  案  書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
公益財団法人京都産業２１

理事長　村田　恒夫  様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所：〒　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　　職：　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名：　　　　　　　　　　　　㊞　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業＜設備投資型＞について、下記のとおり提案します。
記

	事業計画名
(40文字以内)
	

	事業計画概要

(200文字以内)
	

	補助対象経費
総額
	（第３の３から転記してください（税抜き）。）

	
	　　　　　　　　　　　　　　千円

	補助金総額

（希望額）
	（第３の３，６から転記してください（税抜き）。）
	

	
	設備投資補助金

　　　　　　　千円
	雇用促進補助金

　　　　　　　千円
	合計

　　　　　　　千円




第１　提案事業者概要

	（ふりがな）

事業者名
	（府外事業者で府内に拠点のある場合は、当該拠点名も併せて記入してください）

	
	

	住　所
	（府外事業者で府内に拠点のある場合は、当該拠点名も併せて記入してください）

	
	〒



	電話番号
	(　　　)　　　－
	FAX番号
	(　　　)　　　－

	（ふりがな）

代表者
	（役職）　　　　　　　　　　（氏名）

	創　立
	（西暦）　　　　年　　　月　　　日

	設　立
	（西暦）　　　　年　　　月　　　日

	資本金または
出資金
	（万円）

	決算期
	（自）　　　月　　　　日　～（至）　　　月　　　　日

	従業員数
	（人）

	ホームページ
	http://

	業　種
	

	主な生産品目・営業品目
	

	事業者の概要

〃　ＰＲ

(200字以内)
	

	事業者の強み
(得意分野、独自技術、設備、人材、知的財産等)

(400字以内)
	

	補助金等を

受けた実績（申請中のものも記載してください）
	年度
	補助金等名等
	交付機関等
	金額(千円)

	
	
	（対象事業：　　　　　　　　）
	
	

	
	
	（対象事業：　　　　　　　　）
	
	

	
	
	（対象事業：　　　　　　　　）
	
	

	公的認定等の取得状況

(○をつけて

ください)
	チェック
	公的認定等

	
	
	京都府中小企業「知恵の経営」実践モデル企業認証制度要綱に基づく認証

	
	
	京都府中小企業応援条例に基づく研究開発等事業計画の認定

	
	
	中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律に基づく経営革新計画の京都府知事からの承認

	
	
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


◆工場・事業所等の概要
	名　　称
	所　 在 　地
	操業開始年月
	生産品目、業務等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※貴社の保有する全ての工場・事業所等について記載してください。



＜財務状況＞

直近３期分の決算額を記入してください。

                                        　　　　　       　　　　    　（単位：千円）

	
	３年前

(  　年  　月期決算)
	２年前

(  　年  　月期決算)
	１年前

(  　年  　月期決算)

	①  売上高

　(当期収入合計額)


	
	
	

	② 営業利益


	
	
	

	③ 経常利益

　(当期収入合計額－
      当期支出合計額)


	
	
	

	④ 当期利益


	
	
	

	⑤　減価償却費


	
	
	

	⑥　純資産の部合計

 (正味財産の部合計)

	
	
	


	財務状況説明


	




第２　今回の設備投資を伴う事業
・各記入欄は適宜拡大して使用してください（ただし、「第２」で最大６ページ以内）。
・必要に応じ、図、写真等も挿入してください。

	１　設備投資の妥当性

	①　想定する市場及びそのアプローチ方法等　　　　　　　　　　（５００～１０００文字程度）

	（想定する市場を具体的に想定し、その詳細を記載してください。その上で、そのアプローチ方法について、具体的なターゲット・手法・行動計画等について、理由も含めて記載してください。）

	（例）橋梁、トンネル等のインフラ点検については、今後○○年間で○○の市場があると言われており、その標準作業工程を細分化すると、○○、現場点検・写真撮影（１日）、記録・報告書作成（３日）、○○がある。今回、点検ロボットを開発し、現場点検・写真撮影と記録・報告書作成までの工程を、４日から１日に短縮できる提案を、建設業界に行う。具体的には、①建設現場に入り込み、作業員の削減ではなくスピードアップ（により次なる受注を目指すこと）であることを作業員、下請会社に理解いただきながら製品開発を進め、②○○を通じて大手○○の工場での実証実験によりＰＲと製品改良を重ね、③何重もの下請構造になっている建設業界の特性を鑑み、国土交通省の○○認証制度を取得しつつ、○○高速道路公団など全国区での認知を目指し、○○展示会の出展、○○業界への個別売り込みに回り、○○○○。最初は自社製品を中心に開発販売を行うが、大手○○とも連携し、ＯＥＭ生産部門も伸ばしていく。


	②　商品等の特性及び競合商品等との優位性・差別化要素等　　　（５００～１０００文字程度）

	（商品等の特性（機能・性能等）・価格等について具体的に記載し、それが実現できる理由（自社の強み等）も記載してください。その上で、競合商品及び代替商品等について分析するなどし、それとの優位性又は差別化要素についても記載してください。）

	（例）標準的な○○仕様の場合で、そのスペックは、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

これは、競合製品と比べると、○○の面で○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○の面で○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

この違いは、当社製品においては○○○のコア技術を確立したことによる。これは○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○という経過で生み出したものであり、○○○○○○○○○○○○○○。


	③　商品等の生産・提供の方法及び販売開始までのスケジュール等（５００～１０００文字程度）

	（生産の方法・設備・材料確保・外注先確保、商品等の販売・広報、人材の確保・育成等について具体的に想定し、販売開始までのスケジュールを記載してください。また、販売開始後の販売拡大に関するスケジュールについても、可能であれば根拠とともに記載してください。）

	（例）当社は企画・設計、組み立てに特化し、その他の工程は外注、外部協力工場への委託で生産する。企画・設計部門は当社のコアの部門であり、これまでの取組で○○○○○○○○○○○○○○の工夫を行い、人材を採用・育成するとともに○○や○○などを通じてオープンイノベーションを進めて共同企画も行っており、○○○○という計画である。特にデザインについては○○との連携により、○○性と○○性を重視したデザインで○○○○を実現する計画である。その他の○○工程はは○○に委託、○○工程は協力工場（品質管理は○○○○○○○○○）という分業体制で生産する。広報・販売については、○○分野については○○○○という理由で大手○○と、○○分野については○○○○という理由で大手○○と、販売代理契約を締結し、販売を行う。資金については、メインバンクの○○と、運転資金としての枠を○○まで設定する方向で話はまとまっており、これにより月間○○台までの受注が可能となり、販売開始後は、大手○○から求められているＯＥＭ生産を最初の○○月間は○○、次の○○月間は○○まで拡大するとともに、自社製品についても○○○○○○は維持して、ブランドと企画力等の維持を図る。



	２　事業の持続性

	①　予想売上高・経費、収益・採算性


	
	収入（千円）
	支出（千円）

	初年度
（例）
	補助金
	○○○
	○○○
	補助対象経費（第３の３，６から転記）

	
	自己資金
	○○○
	○○○
	補助対象外経費(役員人件費)

	
	借入金
	
	○○○
	補助対象外経費(設備)

	
	売上
	○○○
	○○○
	補助対象外経費(事務機器)

	
	ほか
	
	
	

	
	合計
	○○○
	○○○
	合計

	２年度
	補助金
	
	
	補助対象経費（第３の３，６から転記）

	
	自己資金
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	借入金
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	売上
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	ほか
	
	
	

	
	合計
	
	
	合計

	３年度
	補助金
	
	
	補助対象経費（第３の３，６から転記）

	
	自己資金
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	借入金
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	売上
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	ほか
	
	
	

	
	合計
	
	
	合計

	４年度
	売上
	
	
	補助対象経費（第３の３，６から転記）

	
	ほか
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	合計

	５年度
	売上
	
	
	補助対象経費（第３の３，６から転記）

	
	ほか
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	
	
	
	補助対象外経費(　　　　)

	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	合計


	②　新規事業を継続するための社内外体制構築・経営資源等　　　（５００～１０００文字程度）

	（既存事業を含む提案事業者の事業全体から見て、新規事業を継続するための社内外の体制構築・役割分担、経営資源の確保・配分、マネジメント等について、具体的に記載してください。）

	（例）社内については、○○部内に本プロジェクト担当課（○○名）を設置し、○○部長の指揮命令下で事業を進める。○○名は、事業の統廃合を進めている○○部からの配置転換が○○名、新規採用が○○名とし、企画・設計に○○名、外注・協力工場の管理に○○名、広報・販売に○○名を予定している。当面の試作品開発に向けては、○○○○○○○○という管理体制で、○○○○○○○○○の工夫を行い進めていく。新人の育成については、社内研修、外部の○○○○により○○○のスケジュールで育成を図る。

協力工場については、ＢＣＰの観点からも同等レベル以上の技術力をもった企業を○○○を通じて、さらに増やしていくとともに、品質管理については、公設試験場○○○とも連携し、当社基準○○○を改良し、協力工場に適用していく。

また、今後○○分野の大手販売代理先とも本製品の取り扱いについて協議を行う計画であるとともに、産業支援機関と連携し、各種セミナー、交流会の場でのＰＲの機会を確保し、○○○○○○○○。



	３　新規事業の発展性

	①　既存事業との関係性（課題解決、シナジー効果等）

	　＜提案事業者の課題・強み＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５００文字程度）

	（提案事業者の事業全体に関して、課題や強みを記載してください。その際、経営戦略、商品・サービス・技術、人材確保・育成、拠点・設備、資金調達、販路開拓など、可能な限り項目を分けて分析してください。）

	（例）経営戦略については、技術集団であるが故にプロダクトアウトの考え方に陥る弱点があるが、オープンイノベーション、大手販売代理会社との連携により一定の克服を目指している。製品力については、不要な機能を極力排除する手法で、低価格で実用的だとの好評を得ているが、人員不足、協力工場数の不足により、生産が追いついていない（納期が長い）ことが最大の課題であり、それ故に顧客を同業他社に一部奪われている。


	　＜新規事業による事業者全体の課題の解決、強みの一層の活用＞　　　　　（５００文字程度）

	（上記の課題のうちその課題を、今回の新規事業でどのように解決しようとしているか記載してください。または、上記の強みを、今回の新規事業でどのように伸ばそうとしているのか記載してください。）

	（例）本新事業（トンネル、橋梁点検ロボット）については、今後５年間で当社の主力事業へと成長させていく計画であるが、今回の設備投資により、その最大のネックである生産数量の拡大、それによる短納期を実現するものである。これにより、少量多品種生産体制を確立し、当社が得意とする、用途にきめ細かく応じる（不要な機能をそぎ落とした）低価格のロボットの供給を加速させる。



	②　地域経済への波及効果等　　　　　　　　　　　　　　　　　（５００～１０００文字程度）

	（地域経済の活性化、新規雇用創出等に寄与することが期待されるかなどについて記載してください。）

	（例）当社のコア技術以外のセンサー、駆動系に関する部品加工、組み立てをはじめとする協力工場を約○○種類で○○社確保したいと考えており、できれば距離の近い京都府内でその多くを確保したい。また、初期段階の試作品作りについては、年間約○○件が必要となるため、京都の試作関連企業の協力をお願いしたい。本事業の事業期間中に新規雇用○名を計画しているが、終了初年度に目標生産○○台を達成したら○名追加、３年度目に○○台を達成したら○名追加を計画している。






第３　設備投資計画・雇用計画

	１　補助事業実施スケジュール

	実施項目
	初年度
	２年度
	３年度

	(例)

設備設計
	H27.12
	H28.2
	

	工事
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


 ※設備投資、雇用の主な実施項目(工程)について、実施期間とあわせて記載してください。
また、＜一般型＞事業トライアルコースとパッケージ応募の場合は、その内容も記載してください。
	２　設備投資の具体的内容

	(導入設備や生産品目・サービス内容、期待される効果、目標、生産・実施体制等)



※申請書の記入欄が不足する場合は、記入欄を大きくしてください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円／税抜）
	３　設備投資事業に要する経費

	項　　目
	内容(概要、型式、仕様等)
	初年度
	２年度
	３年度
	計

	建物・附属設備
	工 　 場
	
	
	
	
	

	
	事 務 所
	
	
	
	
	

	
	倉　　庫
	
	
	
	
	

	
	店　　舗
	
	
	
	
	

	
	附属設備
	
	
	
	
	

	
	そ の 他
	
	
	
	
	

	構 　築 　物
	
	
	
	
	

	機械及び装置
	
	
	
	
	

	什器及び家具
	
	
	
	
	

	工具器具及び備品
	
	
	
	
	

	車両及び運搬具
	
	
	
	
	

	電気及び電子機器
	
	
	
	
	

	ソフトウェア
	
	
	
	
	

	その他の設備
	
	
	
	
	

	土地・建物の
賃借料等
	
	
	
	
	

	用 地 造 成
	
	
	
	
	

	設計・設置費用
	
	
	
	
	

	合　　　　　計
	
	
	
	
	

	年度別補助金

希望額
	
	
	
	
	


※年度毎に必要経費をご記入ください。なお、補助金総額は上限3,000万円、下限100万円です。

※各項目において、千円未満切り捨てで記載してください。



        　　　　　　　　　　　　　 　（単位：人）                           　       　　　　 
	５　工場・事業所等及び従業員の状況

	
	前末年度
(H27.3.31現在)
	初年度末
(H28.3.31現在)
	２年度末
(H29.3.31現在)
	３年度末
(H31.3.31現在)

	事業所数
	
	
	
	

	従業員の総数
	
	
	
	

	
	府内雇用者
	
	
	
	

	
	
	新規府内雇用者（※）
	
	
	
	

	
	
	
	正規雇用者
（障害者）
	
	
	
	

	
	
	
	正規雇用者
（障害者を除く）
	
	
	
	


※今回の設備投資計画に係るものについて記載してください。
	６　雇用補助金額

	新規府内雇用予定者数
	単　　価
	人数
	金　　額
	雇用予定時期

	正規雇用者（障害者）　　　　　　　　　　
	１名につき500千円
	人
	千円
	年　　月頃

	正規雇用者（障害者を除く）　　　　　　
	１名につき400千円
	人
	千円
	年　　月頃

	合　計
	人
	千円
	－


※雇用補助は、補助事業期間における人件費が１人当たり500千円以上となる新規府内雇用者である正規雇用者が補助対象となります。
※支援対象は補助事業期間内（交付決定日から24ヶ月間）に雇用したものに限ります。

【様式Ｆ２】
平成　　年    月    日
京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業
担当者 連絡票
○本申請に係るご担当者様のご連絡先をご記入ください。
	事 業 所 名


	

	(ふりがな)
担 当 者 名

	

	部署・役職
	

	　所　在　地
（書類送付先）
	〒


	 電 話 番 号

	
	FAX
	

	メールアドレス

	


（注）本連絡票は、担当者が変更になる度に随時提出をお願いします。


【様式Ｆ３号】
平成　　年    月    日
推　　薦　　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業＜設備投資型＞の実施に当たり、下記の事業者を推薦します。
記
１　推薦する事業者
　　　事業者名：
　　　事業計画名：

２　支援者としての推薦コメント　
	(推薦者として今回の事業計画のどこに魅力を感じているのかを記入してください。)

	

	支援開始日(*)
	
	支援の頻度(*)
	

	支援の内容(*)
	


　(*)今回の新規事業計画に関する支援について記載してください。

３　支援体制
	支援業務の統括者
	部署・役職　　　　　　　　氏名

	支援業務担当者
(推薦書作成者)
	部署・役職　　　　　　　　氏名　　　　　　　　(印)




４　課題の把握状況

	
	事業者の課題
	支援方策

（他の支援機関との連携支援含む。）

	1 経営戦略
	
	

	2 商品・サービス

・技術
	
	

	3 人材確保・育成
	
	

	4 拠点・設備確保
	
	

	5 資金調達
	
	

	6 販路開拓
	
	

	7 その他
	
	


（注）把握している項目について記載してください（１項目以上）。
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